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ヒュ ンマ , マ ァ ム , ヒュ ン ケ ル , ロカ , ヒュ ンマ アド ベン ト , ブッ クサ ンタ 2622。, 勇者 ア 
バン と 獄 炎 の 魔王 , ダイ の 大 冒険 


クリ スマ ス を 待つ 期間 で ある 、 待 降 館 の ヒュ ンマ 。 
3 ペー ジ 目 が 戦後 の 付く らし で す 。 家 族 が 増え て ます の で 、 苦 手 な 
方 は 、 ご 注意 くだ さい )。 


Twitter 上 で いき な り 立 ち 上 げ て し まっ た クリ スマ ス 企 画 # ヒ ュ ン マ 
アド ベン ト の 投稿 作品 で す 。 
それ ぞ れ 、 マ ァ ム が 5 歳 、 1 5 歳 、 2 5 歳 頃 の 1 2 月 の お 話 で す 。 
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冬 の 寒さ が 厳しく な る 頃 、 ネ イル 村 で は 、 生 誕 祭 の 準備 が 始ま 
る 。 
神 の 御子 の 生誕 を 祝 つ 生誕 祭 ま で の 間 、 村 人 た ち は 、 毎 年 、 生 誕 
祭 当日 に 備え て 、 そ の 準備 に 余念 が な い 。 

それ ぞ れ の 家 で は 、 リ ー ス を 作っ て 如 関 に 飾り 、 教 会 前 の 大 き な 
橿 の 木 に は 、 子 ども た ち が 飾 り を つけ る 。 

生誕 祭 に 向かう 準備 期間 で ある この 待 降 節 、 ほ か の 街 や 村 と 同 
天 、 ネ イル 村 で も 祭り の 予感 に 村 全 体 が 浮 足立 ち 、 子 ども た ち も 寒 
さ に 負け る こと な く 興 奮 を 隠せ ず に いた 。 

橿 の 木 に つけ る 飾り は 、 毎 年 、 村 人 た ち が 持 ち 寄っ て いた 。 そ の 
どれ も が 、 村 人 た ちの 手作り の 品 だ っ た 。 

手縫い の 天使 の 人 形 。 

暖か い 端 切れ で 作ら れ た ソック ス 、 プ ブーツ 。 

木彫 り の 林檎 。 

子ども た ちの 作っ た 紙 の 星 。 

IX 穫 し て 保存 し て お いた 林檎 。 

条 で 拾っ た 松ぼっくり 。 

それ ぞ れ の オー ナメ ント が 村 の 人 々 や 子供 た ちの 手 に よっ て 、 大 
き な 木 に 飾ら れ て ゆき 、 永 遠 の 命 を 吾 わ せる 常緑 の 極 の 木 に 、 普 段 
と は 異な る 彩り を 深 え て いた 。 

幼い マ ア ム も 、 自 分 で 作っ た 紙 の 星 を 手 に 、 教 会 の 棲 の 木の下 に 
や っ て き て いた 。 

だ が 、 ま だ 5 歳 の 彼女 に は 、 棲 の 木 の 一 番 下 の 枝 さ えも 、 は る か 
に 手 の 届 か な いも の で あっ た 。 

マ ァ ム は 、 瞳 命 に 手 を 伸ばす が 、 指 先 が か すり も し な し いり 。 

右手 に 持っ た 紙 の 星 と 、 頭 上 の 枝 を 見 比べ 、 マ ァ ム は 眉 を へ の 字 
に 曲げ た 。 

どう し よう 、 どう や う て で つけ よう ! 

幼い 彼女 が そう 思案 に 暮れ て いた と きだ っ た 。 

「 どう し た 、 マ ァ ム 。」 


穏やか な 声 が 彼女 を 呼ん だ 。 

マ ア ァ ム は 、 振 けり 返る と 、 ば っ と 笑顔 に な っ た 。 

「 と うさ ん 。 」 

マ ア ァ アム の すぐ 後ろ に は 、 父 親 の ロカ が 立っ て いた 。 

マ ァ ム は 、 右 手 の 星 を ロカ に 向かっ て 突き 出し 、 困 っ た よう に 眉 
を 下げ た 。 

「 あの ね 、 こ れ 。 」 

する と 、 マ ァ ム が 吉 い 終わ る 前 に 、 口 カ が 気付 いた よう だ っ た 。 
- ああ 、 つけ た い の か 。 

待っ て ろ 。 」 

間 才 そつ 喜 っ て し ゃ が むと 、 マ ァ ム を 抱え 上 げた 。 
生得 ご 」 

口 カ は そう 吉 っ て 、 自 分 の 診 の 上 に マ ァ ム を 乗せ 、 立 ち 上 が っ 
た 。 

マ ァ アム は 、 口 カ の 頭 の 後 で 父 の 愉 に また が り 、 父 の 頭 に し が みつ 
いた 。 

ロカ が 立ち 上 が る と 、 マ ァ ム の 前 に 、 見 た こと も な い 高 目線 
の 、 広 い 世 界 が 広がっ て いた 。 

マ ァ ム は 歓声 を 上 げた 。 

「 す ご い 、 と うつ さん! たかい ね! ! 」 

「 怖 く な いか ? 」 

「 ぜ ん ぜん ! 

た の し しい 1 ! ! 」 

「 ほら 、 こ れ で 届く だ ろ つ ? 」 

「 つ ん ! あり が と つう ! ! 」 

ロカ は 、 し っ か けり と マ ァ ム の 足 を 押さ えた まま 、 極 の 木 に 近づい 
た 。 マ アァ ム が 木 に 触れ る よう に 、 慎重 に 足 を 進め る 。 

少し する と 、 口 カ の 頭上 で 、 が さ が さ と 葉 擦れ の 音 が し た 。 

ロカ が 視界 を 上 に あげ る と 、 マ ァ ム が 懸命 に 伸ばし て いる 手 が 見 
えた 。 

その 先 の 緑 に 、 鮮 や か な 黄色 の 星 が 踊 っ た 。 

ロカ は 娘 に 尋ね た 。 

「 で きた か ー? 」 


「 つ ん つっ! ! 」 

マ ア ァ アム は 、 有 勢い よく 返 事 を し た 。 

ロカ は 、 マ ァ ム を 肩車 し た まま 木 か ら 離れ る と 、 マ アァ ム と と も 
に 、 橿 の 木 を 眺め た 。 

棲 の 木の下 に は 、 マ ァ ム と 同じ 年 順 の 子ども た ちか ら 、 も っ と 年 
長 の 子ども た ち ま で 、 何 人 も の 村 の 子 た ち が 集 っ て いる 。 
それ ぞ れ 、 オ ー ナ メン ト を 手 に 持っ た けり 、 極 の 木 を 見 上 げた り し 
て いた 。 

橿 の 木 に は 、 徐 々 に オー ナメ ント が 増え て いき 、 に ぎ や か に な っ 
て いっ た 。 

星 の 黄 、 金 。 

天使 の 昨 。 

林檎 の 赤 。 

さま ざま な 色 が 添 えら れ て いく 。 

そこ に は 、 こ の 村 の 人 々 の 願い の 数 、 幸 せ の 数 の 分 だ け 、 そ れ ぞ 
れ 異 な る 彩り が あり 、 そ の 中 に 、 マ ァ ム の つけ た 紙 の 星 も あっ た 。 
「 上 手 に つけ られ て る じゃ な いか 。 

木 が ずい ぶん 綺麗 に な っ た な ー、 マ アァ アム 。 」 

あま 

ロカ が マ ァ ム に 声 を 掛け る と 、 マ ァ ム も 嬉し そう に 答え た 。 

「 も つ 少 し 肩車 する か ー ? 」 

「 つん! 『!」 

「 よー し 、 じ ゃ あ 、 し っ か り と 捕まっ て いろ よ ! ! 」 

「 寺 や あっ ji 

マ ァ ム は 、 ひ し と 口 カ の 頭 に 抱き 着き 、 歓 声 を 上 げた 。 

そう し て いる うち に 、 教 会 の 崖 が 開い た 。 

祖父 の アリ アム が 、 建 物 の 中 か ら 顔 を 出す 。 

アリ アム は 、 手 に 籠 を 持っ て いた 。 

温厚 な 神父 は 、 子 ども た ち に 呼び か けた 。 

「 お 務め ご 苦労 様 だ ね 。 

お 菓子 を どう ぞ 。 』 

その 吉 葉 に 、 わ っ と 子ども た ちの 歓声 が 上 が っ た 。 い っ せい に 、 
少年 少女 た ち が ア リア ム に 駆け 寄っ て いく 。 


アリ アム は 育 を か が め て 、 子 ども た ち に 1 つ ず つ 、 籠 の 中 か ら 出 
し た クッ キー を 渡し て いっ た 。 

「 ジ ンジ ャ ー ク ッ キ ー だ よ 。 

た くさ ん ある か ら 、 慌 て な く て も 大 丈夫 。 

する と 、 口 カ の 頭 の 上 で 、 マ ァ ム が 声 を 上 げた 。 

「 あ っ 0 

ロカ は 、 に や り と 笑っ て 、 マ ァ ム に 尋ね た 。 

「 マ ア ァ ム も 欲し いか ?」 

2 570e、 当 


ロカ は 、 慎重 に マ ァ ム を 眉 か ら 降 ろ し た 。 

そし て 、 マ ァ ム が し っ か り と 地面 に 降り た こと を 確認 する と 、 ぼ 
ん と 、 娘 の 背 を 叩い た 。 

「 じゃ あ 、 行 っ て こい ! 」 

マ ア ム は 、 そ の まま 、 ア リア ム の 元 に 向かっ て 走り 出し た 。 

「 お じい ちゃ ー ん ! ! 」 

大 きく 手 を 振る マ ア ァ アム の 前 で 、 ア リア ム が 、 人 孫娘 に 穏やか な 笑み 
を 浮か べ て いた 。 


待 降 侵 に 入る と 、 毎 年 、 教 会 の 棲 の 木 に は オー ナメ ント が 飾ら れ 
る 。 
1 5 歳 に な っ た マ ァ ム は 、 教 会 の 前 で 、 子 ども た ち が オ ー ナ メン 
ト を 持ち 寄る 様子 を 微笑 まし く 見 守っ て いた 。 

1 6 歳 で 成人 扱い に な る ロモ ス で は 、 1 5 歳 と も な れ ば ほぼ 大 人 
で ある 。 

特に 、 マ ァ ム は 、 同 年 代 の 少年 少女 た ち に 比べ 、 身 体 の 成長 も 早 
く 、 腕 っ ぷ し も 強かっ た た め 、 す で に 村 の 大 人 た ちか ら も 頼り に さ 
れ て いた 。 

この 日 、 極 の 木の下 に 集まっ て いた 子ども た ち は 、 ま だ 幼い 子 た 
ち が 多 か っ た 。 

育 丈 の 低い 彼ら は 、 極 の 木 を 見 上 げ て 何やら 話 を し て いる 。 

マ ァ ム は 、 子 ども た ち に 近寄り 、 声 を 掛け た 。 

「 どう し た の ? 」 


する と 、 子 ども た ち が マ ァ ム に 駆け 寄っ た 。 

「 あ っ つっ 、 マ アァ アム! ! 」 

「 マ アム ちゃ ー ん 。 」 

「 お 姉ちゃん 。」 

駆け 寄る 子供 た ち は 、 ど の 子 も 手 に オー ナメ ント を 持っ て いる 。 
橿 の 木 に 飾り つけ に 来 た の だ ろう つ 。 

子ども た ち に 囲 まれ 、 マ ァ ム は 尋ね た 。 

「 飾り に 来 た の ? 

みん な 、 い い の 持 っ て る わ ね ! 」 

に つの 

「 で も 、 届 か な い の 。」 

「 今日 は 、 お 兄ちゃん も お じ さ ん も 来 て な いし 。」 

「 神 父様 は ? 

「 忙 し ! み た い 。 」 

どう も 、 柄 の 木 に 飾り を つけ に 来 た も の の 、 頼 れる 大 人 が 誰 も お 
ら ず 、 人 和 飾れ ず に 困っ て いた よう だ っ た 。 

マ ァ ム は 少し 考え る と 、 子 ども た ち に 答え た 。 

「 じゃ あ 、 私 が つけ て あげ る ! 」 

マ ァ ム の 吉 葉 に 、 子 ども た ち は 歓 声 を 上 げた 。 

「 本 当 ! ?」 

「 や っ た 一 、 す ご い マ ァ ム ! ! 」 

「 マ ァ ム ちゃ ん 、 あ り が と つう! 」 

マ ァ ム は 、 子 ども た ち に 力強く 額 い た 。 

「 待 っ て て ね 。 す ぐに 桶 子 持っ て くる か ら 「! 」 

さす が に マ ァ ム で も 、 大 樹 の 下 の 方 に し か 手 が 届 か な いり 。 

マ ァ ム は 、 吉 葉 の と お り に 、 す ぐに 、 教 会 裏手 か ら 桶 子 を 取っ て 
くる と 、 極 の 木 に か けた 。 す る する と 桶 子 に 上 っ て いき 、 子 ども た 
ちの オー ナメ ント を 木 に 飾っ て ゆく 。 

極 の 木の下 で 、 子 ども た ちの 歓声 が あがっ た 。 

「 す ご い 、 マ アァ アム! 」 
「 あ り が と つ 一 ! ! 」 

マ ァ ム は 桶 子 を 往復 し 、 子 ども た ちか ら オ ー ナ メン ト を 受け 取る 

と 、 ま た 桶 子 を 上 っ て いき 、 木 に 飾っ て いっ た 。 


そう し て 、 彩 られ た 木 を 見 上 げ な が ら 、 マ ァ ム は 細い 日 を 思い 返 
し た 。 
ー・・・ 父 さん に も し て も ら っ た っ け 。 

亡き 父 > を 思い な が ら 、 今度 は 自分 が 子ども た ちの 願い を 叶え る 立 
場 に な っ た こと に 、 マ ァ ム は 小さ な 誇 ら し さ を 感じ て いた 。 


ヒュ ン ケ ル は 、 幼 い 息 子 の 手 を 引き な が ら 、 教 会 前 に や っ て き 
た 。 

すでに そこ に は 何人 も の 子供 た ち が 集 まっ て いた 。 

極 の 木 に も 、 い くつ も の 飾り が 付け られ て お り 、 祝 祭 の 予感 を 強 
く 覚 えさ せ た 。 

も つう ネイ ル 村 に 暮らし て 数 年 に な る 彼 に は 、 冬 の 待 降 節 の 習慣 は 
馴染 み の あ る も の に な っ て いた 。 

た だ 、 今 年 は 、 も うす ぐ 3 歳 に な る 息子 が 、 自 分 で 飾り を つけ た 
いと いう つの で 、 一 緒 に や っ て きた の だ 。 

昨夜 、 ヒ ュ ン ケル が 教え て 一 緒 に 作っ た 紙 の 星 を 手 に 、 幼 い 息 子 
は 、 き らき ら と し た 目 で 、 普 段 と は 異な る 装い を 見 せ た 極 の 木 を 見 
下 | で 選 だ 。 

幼い 少年 は 、 父 を 見 上 げ て 尋ね た 。 木 の て っ ぺん を 小さ な 指 で 指 
し 示す 。 

「 と うさ ん 、 あ そこ に つけ る ? 」 

「 ああ 。 だ が 、 届 か な い だ ろ つう? 

自分 で つけ た いん だ っ た な 。 」 

つの パ 。 
SUM 

息子 を に 乗せ 、 立 ち 上 が っ た 。 

(2 の に 歓声 が 上 が っ た 。 

「 つ うわ っ! すご ー い | ! 」 

「 怖 く な いか ? 」 

「 だ いじ ょ ー ぶ 1 」 

物怖じ し な い 息 子 に 微笑 まし く 思 いな が ら 、 こ ん な と ころ は マ ア ァ 
ム に 似 て いる な と ヒュ ン ケ ル は 思っ た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 息 子 を 診 車 し た まま 極 の 木 に 近づい た 。 


「 つけ られ る か ? 」 


「 つ ん っ ーッ oe 。 昌 
し ば らく ガザ ガサ と 音 が し て いた が 、 や が て 、 嬉 し そう な 声 が 上 
が 5 だ 、 
「 で きた 一 ! 」 


その 明る い 声 に 、 ヒ ュ ン ケル も 喜 色 を 浮か べた 。 
彼 の 足元 で 、 他 の 子 た ちの 声 が 聞こ える 。 
「 あ ー、 し 1 なー。 」 
「 ヒ ュ ン ケル 、 す ご い 一 。 」 
彼 が 息子 を 届 か ら 降 ろ す と 、 子 ども た ち が 駆 け 寄 っ て きた 。 
「 ヒュ ン ケ ルー、 ぼ くも 一 。 」 
「 つけ る 一 。 乗せ て 。 」 
「 届 かない 一 。 」 
どう や ら 、 極 の 木 を 飾り た い の だ が 、 木 に 届か な いら しい)。 
ヒュ ン ケ ル は 苦笑 し て 、 子 ども た ち に 答え た 。 
「 わ か っ た 。 順番 だ ぞ 。 」 
「 や っ た 一 ! 」 
子ども た ちの 歓声 が 上 が っ た 。 
ヒュ ン ケ ル は 、 ひ と り ず つ 、 子 ども た ち を 抱き 上 げ る と 、 極 の 木 
に 近付き 、 子 ども た ち に オー ナメ ント を 飾ら せ て いっ た 。 
子ども た ちの 一 人 が 、 ヒ ュ ン ケル に 尋ね た 。 
「 肩 は ? 」 
「 帳 は 危な いか ら な 。 抱 っ こ で も 届く だ ろう ? 」 
「 つ ん 。 」 
そう し て 、 数 人 の 子ども た ち を 順番 に 抱き 上 げ て 、 オ ー ナ メン ト 
を 飾ら せ た 。 
子ども た ちの 作業 が すっ か り 終 わる と 、 ヒ ュ ン ケル は 、 近 く で 、 
不満 げ な 色 を 浮か べ る 我 が 子 を 見 つけ た 。 
彼 は 子ども た ち が オ ー ナ メン ト を 飾り 終わ っ た の を 見 届け る と 、 
待ち か ね た か の よう に 、 父 に 駆け 寄っ た 。 
「 と うつ さん ! 」 
そう し て 、 細 子 は ヒュ ン ケ ル に 抱き 着い た 。 
ヒュ ン ケ ル も また 、 息 子 を 抱き し め 返 し 、 そ っ と 声 を 掛け た 。 


「 待た せ た な 。 終 わっ た よ 。 」 


息子 は 、 ヒ ュ ン ケル に 抱き 着い た まま 、 育 を か が め た 父 の 腹 に 顔 
を 埋め 、 つ な ずい た 。 


ヒュ ン ケ ル は 、 彼 に 声 を 掛け た 。 
「 ま た 乗る か ? 」 
幼い 少年 は 、 黙 っ た まま 賃 いた 。 


ヒュ ン ケ ル は 、 息 子 を 抱き 上 げ る と 、 先 ほど と 同じ よう に 、 彼 を 
誠に 乗せ た 。 


そし て 、 ふ た けり で 、 祝 祭 に 彩 と 


、 祝 祭 に 彩 ら れ た 極 の 木 を 見 上 げ 、 吉 葉 を 交わ 
し た 。 

「 綺麗 に な っ た な 。 」 

「 つ ん 。 」 

「 よ く 我 慢 し た な 。」 
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0 お 前 だ け だ 。 」 

・ と うさ ん 、 だ いす き ぎ ! 」 

ん な 父子 の 後姿 を 、 赤 子 を 抱い た マ ァ ム が 見 つめ て いた 。 
9 ム は 、 夫 に 呼び か けた 。 
「 ヒュ ン ケ ル 。 」 


息子 を 衣 車 し た まま 、 ヒ ュ ン ケル が 振り 返る 


マ ァ ム は 、 ま だ 誕生 日 を 一 度 も 迎え て いな い 娘 を 抱き な が ら 、 思 
子 に 声 を 掛け た 。 


「 し LUU1 わ ね ! 診 車 。 私 も 父さん に よく し て も ら っ た わ ! 
NN こ 。 」 


母 の 吉 葉 に 、 息 子 は 自慢 げに 微笑 ん だ 。 

マ ァ ム は 、 夫 の 隣 に 並ぶ と 、 彼 を 見 上 げ て 、 礼 を 述べ た 。 

「 ヒ ュ ン ケル 、 あ り が と う 。 

ほか の 子 た ち も 喜 ん で る わ 。 」 

「 い や 、 こ の くら い 。 」 

マ ァ ム は 、 村 人 た ちの 願い を 乗せ た 極 の 木 を 見 上 げ な が ら 、 細 い 
頃 の 記憶 に 思 【 ! を 記せ た 。 


「 私 が 小さ い 頃 も ね 、 父 さん に 肩車 し て も ら っ て 飾り つけ し た 
の ・ se 


O 


いつ の 間 に か 、 私 の 方 が し て あげ る 側 に な っ て て 。 

何 年 か 前 か ら は 、 私 が は し ご を か け て 、 子 ども た ちの か ざり を 木 
に つけ て あげ て た の よ 。 」 

「 お 前 らし いな 。」 

「 嬉 し くっ て ね 。 

私 が し て も ら っ て た こと を 子ども た ち に も し て あげ た いっ 
て ・ し 
そう し た ら 、 ヒ ュ ン ケル も そう し て くれ た 。 
父さん が 私 に し て くれ た よう に 、 ヒ ュ ン ケル も そう し て くれ て い 
の 
それ が 嬉し い の 。 

あり が と う 。 」 

そう 吉 っ て 微笑 む 妻 を 下 視 で きず 、 ヒ ュ ン ケル は 、 極 の 木 に 視線 
を 送っ た まま 、 ぼ つり と つぶ や いた 。 

「・・・ も どか し いな 。 」 

「 え ? な に が ? 」 

「 お 前 も 抱き し め た い の に 、 手 が ふさ が っ て いる 。 」 

マ ァ ム は 、 一 瞬 、 驚 いた よう に 目 を 見 開い た が 、 す ぐに 事態 を 飲 
み 込 むと 、 噴 き 出 し た 。 

ヒュ ン ケ ル は 、 診 車 を し た 息子 の 足 を 両手 で 支え て いた 。 

一 方 の マ ア ム も 、 ま だ 乳 飲み 子 の 娘 を 両手 で 把 き か か えて いた の 
だ 。 

「 本 当 ! 私 も よ 。 」 

する と 、 困 っ た よう に 、 居 の 上 の 息子 が 、 お ず お ず と 尋ね て 来 
7 だ 。 

「・・・ と うさ ん 、 ぼ ば く 、 お り る ? 」 

父 の 診 か ら 降 り た ほう が いい の か を 聞い て くる 。 そ の 細い 心遣い 
に 、 マ アァ ム は 笑み を 浮か べた 。 

「 もう 、 そ ん な の 気 に し な い の ! 」 

「 あ あ 、 お 前 は 気 に し な いで いい 。」 

両親 が 口 々 に 、 そ う 吉 っ て 彼 を 引き 留め る 。 

マ ア ァ アム は 、 ほ ん の 少し 首 を 傾け し 、 ヒ ュ ン ケル の 診 に 、 自 分 の 額 を 
押し 付け た 。 


「 こ うつ する か ら 、 い いい 。」 

「 マ アム 。 」 

そん な 妻 の 仕草 を 、 ヒ ュ ン ケル は 愛 お し 気 に 見 つめ て いた 。 
し ば らく そう し て いた だ ろう か 。 

ヒュ ン ケ ル の 診 の 上 か ら 、 細 い 少 年 の 遠慮 が ちな 声 が 響い た 。 
「 と うさ ん 、 か あさ ん 。 

・・・ お わっ た ? 」 

見 る と 、 彼 は 、 精 いっ ぱい マ ァ ム か ら 首 を 背け 、 母 の 方 を 見 な い 
よう に し て いた 。 そ の 類 は 、 紅 を さ し た よ うに 色づい て いる 。 
ヒュ ン ケ ル と マ ァ ム は 顔 を 見 合わ せ た 。 同 時 に 苦笑 する 。 

「 困 ら せ ち ゃ っ た みた いね 。 」 

op リ /c ル だ 

ヒュ ン ケ ル は 、 頭 上 の 息子 に 呼び か けた 。 

「 すま な か っ た な 。 そろそろ 帰る か 。 

寒い だ ろう つう 。 」 

「 そ うつ ね 。 あ っ た か い 林 檎 の ドリ ンク 、 作 り ま し ょ つう か 。 
ジン ジャ ー ク ッ キ ー も 残っ て た わ ね 。 」 

「 や っ た 一 ! 」 

ヒュ ン ケ ル の 頭上 で 、 細 い 少 年 の 歓声 が 上 が っ た 。 


鮮やか な オー ナメ ント に 彩 ら れ た 教会 の 極 の 木 は 、 若 い 家 族 を 温 
か く 見 守っ て いた 。 
彼ら の 行く 未 に 、 幸 多く あら ん こと を 、 と 。 


